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論文審査の結果の要旨

本研究は、核スピン緩和メカニズ、ムをもとに、核偏極状態を長く維持できる分子構造を設計

している。また、これら分子構造をもとに、生体酵素やカルシウムイオンを標的とする新しい

核偏極 NMR分子プローブの開発に成功している。本研究で得られた知見は、核スピン緩和と

分子構造の相関解明への寄与だけでなく、高感度 NMR分子プローブの開発に向けて有益なも

のであり、医用生体工学の発展に貢献する。よって、本論文は博士（工学）の学位論文に値す

ると認める。


